
令和６年能登半島地震
JMAT：⽇本医師会災害医療チーム活動

（令和６年６⽉５⽇定例会⾒）

令和６年能登半島地震に対する⽇本医師会の対応（ＪＭＡＴ活動の終了等）について



地域保健、予防
救急搬送、初期救
急、地域包括ケア

予防計画・医療計画
医療提供体制づくり

有事対応（災害・感染症）

保健、医療、介護・福祉
に関する制度設計、財源
の確保
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医師会とは
• 郡市区医師会は、地域住⺠や医療の現場に最も近い
• 都道府県医師会は、医療⾏政を担う都道府県のカウンターパート

• 医師会組織は、全国あまねく設⽴され、市区町村、都道府県、国の単位で連携を取って
活動している。

• 医師会は、普段は地域医療を担う医師で多く構成されている。
だからこそ、「有事の時は⾃分の地域を守る」、それから、「同じように頑張っている
他の地域の医師会を⽀援する」という働きが起こる。

• そして、医師会は、地域・都道府県・全体の「三層構造」によって、全国へと広がって
いる。そのため、有事の時は、⾃分の地域を守ることができ、⼀つの医師会だけで対応
が難しい場合は、全国の医師会が⽀援することができる。

• JMATも、このような医師会のネットワークによって編成され、被災地に派遣される。

都道府県

保健所設置市・特別区

市町村

⾏ 政

国
日本医師会員総数

175,933人
（2023.12.1現在）



発災前

災害対応は、発⽣直後の急性期だけではない
• 災害急性期以降、収束期に⾄るまで。さらには、地域医療の復

旧まで、⻑期の⽀援活動が重要。
• そもそも災害が発⽣する前の「備え」の段階も重要。関係者間

の「顔の⾒える関係」の構築・醸成、研修や訓練、情報システ
ムの導⼊や習熟など。

収束・復旧急 性 期 後亜急性期急 性 期
災害発⽣

医師会の災害対応は、発災前の備えから収束・復旧期まで、⻑い期間に及ぶ

⽇本医師会の災害⽀援の最終⽬標
→ 被災地に、地域医療を取り戻す
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JMATの役割

（１）医療⽀援と健康管理
（２）公衆衛⽣⽀援
（３）被災地医師会⽀援
（４）被災地⾏政⽀援
（５）検視・検案⽀援（可能な場合）
（６）現地の情報の収集・把握、及び派遣元都道府県

医師会等への連絡
（７）その他、被災地のニーズに合わせた⽀援

主に、災害急性期以降における避難所・救護所等で
の医療や健康管理（災害前からの医療の継続）。
さらに、被災地の医療機関への円滑な引き継ぎに⾄
るまで、多様かつ広範囲に及ぶ 。
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JMAT活動の概念図
（⼤規模災害時のイメージ）

時間経過

医
療
支
援

DMAT

発災

日本医師会「JMATに関する災害医療研修会」（2012年3月10日）資料（「DMATとJMATの連携」（小林國男 日本医師会「救急災
害医療対策委員会」委員長（当時）を改変したもの

（１）（２） （３） （４） （５）→JMAT段階別活動内容の概念

被災地の医療機関の復旧、被災
郡市区医師会の支援活発化

「被災地JMAT」（被災都道府県医師会）

JMAT派遣終了後、医
師等の不足、医療ニー
ズの高まりや医療への
アクセス困難が起き、
外部からの医療支援
が必要な場合。ニーズ
に応じた専門外来など
の派遣も含む

JMATⅡ

「⽀援JMAT」

JMATの
撤収と地元への
引継ぎ

JMATの統括
JMATの派遣先の
絞り込み

先遣JMAT
「⽀援JMAT」の
要否判断医療

需要量

被災地
JMATの自

律的災害
医療活動

（０）

統括JMAT
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令和6年能登半島地震におけるJMATの派遣

• ⼀⽇当たりのチーム派遣延べ数の累計：3849チーム
• 同じく⼀⽇当たりのチーム参加者延べ数の累計：12374⼈
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令和６年能登半島地震 JMAT派遣の流れ
• 1⽉1⽇、災害対策

本部の設置
• 1⽉7⽇、⽯川県庁

内にJMAT調整本
部、能登総合病院
に七尾調整⽀部
（後の能登中部調
整⽀部）の設置

• 1⽉3⽇、先遣
JMATの派遣
• 5⽇、正式な派遣

決定、⽯川県医師
会JMAT派遣開始
• 6⽇、県外からの

派遣開始
•派遣初期から統括

JMATとそれを⽀
えるロジスティク
ス活動の開始 6

• 1⽉16⽇、JMAT
能登北部調整⽀部、
⾦沢以南調整⽀部
の設置
• 22⽇、DICTとの

連携をJMATを編
成する都道府県医
師会に周知

• 2⽉18⽇、⽇本災
害医学会との協定
に基づく災害医療
コーディネーショ
ンサポートチーム
のJMATの枠組み
での派遣開始

• 1⽉16⽇、「重装
JMAT」の派遣開
始
• 28⽇、JMAT派遣

体制の再構築：可
能な限り同じ都道
府県医師会による
同⼀地域への継続
派遣

• 2⽉16⽇、今後の
JMATの派遣・活
動⽅針の提⽰：標
準的なJMATを主
体、特に3 ⽉以降
は現在継続派遣さ
れている都道府県
医師会チームを基
本

• 3⽉21⽇、今後の
JMAT派遣体制に
ついて提⽰：
JMAT 調整⽀部を
⽯川県 JMAT 調整
本部に集約

• 5⽉、被災地ニー
ズに応じて週2回
程度の⾼齢者施設
への派遣や、ピン
ポイントで避難所
等の⽀援の実施
• 5⽉28⽇、⽇本医

師会災害対策本部
会議において、今
般のJMAT派遣の
終了を決定

5⽉31⽇、
派遣終了



令和６年能登半島地震 JMAT活動
〜全都道府県医師会から⽯川へJMATを派遣〜

１⽇あたりチーム数の累計：3849チーム
チーム合計：1097チーム

１⽇あたり派遣者数累計：12374⼈
派遣者数合計：3583⼈
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都道府県医師会

石川県医師会災害対策本部

JMAT金沢以南調整支部
(石川県庁1101会議室内)

1/16開設

日本医師会

本部長 安田健二 石川県医師会長

副本部長 上田博 石川県医師会副会長

会長 松本吉郎
担当理事 細川秀一

JMAT能登中部調整支部
(能登中部保健福祉センター内)

1/10開設

石川県JMAT調整本部
本部長 齊藤典才（石川県医師会理事）
広報担当 橋本英樹（石川県医師会理事）
被災地医療担当 佐原博之（日本医師会常任理事）
本部員 秋冨慎司（石川県医師会参与）

JMAT能登北部調整支部
(公立穴水総合病院内)

1/16開設

⽯川県JMATの活動
⽅針を決定。
⽯川県庁並びに⽇
本医師会との調整
等

JMAT派遣⽅針の決
定。
各チームの派遣を
実施等

各管轄区域における医療ニーズの調査、チームへの指⽰。報告の受療等

⽯川県医師会との調整。
国との調整並びに要請。
都道府県医師会に対する
JMATチーム編成の要請等

JMATチームの編成・派遣

令和６年能登半島地震 ⽯川県JMAT体制図（概要）

※⽀援
ニーズの
変化によ
り、3つの
調整⽀部
は、いず
れも3⽉中
に本部へ
集約
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その他（検視検案、感染症専門、DVT対応、糖尿病、眼科専門、小児科専門） JMAT本部統括

金沢市以南避難所 能登中部（七尾、富来町、志賀町）

能登北部（穴水町、能登町、輪島市、珠洲市） １日当たりの派遣者数累計

令和6年能登半島地震における
JMAT派遣チーム数（2024年5⽉31⽇）

１⽇あたりチーム数の累計：3849チーム
チーム合計：1097チーム

１⽇あたり派遣者数累計：12374⼈
派遣者数合計：3583⼈

• ⽯川県医師会（被災地）
JMATチーム、統括チーム、
ロジスティクスチームを
含む

その他、
• 被害状況を確認する先遣

チーム
• 環境感染症学会、眼科医

会、糖尿病学会などの専
⾨的なチーム、⽇本災害
医学会コーディネーショ
ンサポートチーム

• ⾦沢以南の郡市医師会
チーム（1.5次、2次避難
所）を含む
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事務職等 その他医療関係職種 看護職 薬剤師 歯科医師 医師 1日当たりチーム数の累計

令和6年能登半島地震における
JMAT職種別派遣者数（2024年5⽉31⽇）

１⽇あたり派遣者数累計： 12374⼈派遣者数合計： 3583⼈
医師 1,191
歯科医師 8
薬剤師 241
看護職 938
その他医療関係職種 572
事務職等 633

医師 4,014
歯科医師 24
薬剤師 924
看護職 3,571
その他医療関係職種 1,482
事務職等 2,359
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今後について
1. 令和６年能登半島地震JMAT活動報告会

（都道府県医師会担当理事連絡協議会）の開催、協
議の実施（⽇程調整中）

2. ⽇本医師会「救急災害医療対策委員会」において、
上記1のJMAT活動報告会を踏まえたJMATのあり⽅に
関する検討

3. JMAT要綱（⽇本医師会「防災業務計画」別添）及び
災害医療⽀援業務計画の改正、JMAT研修（基本編、
統括編、ロジスティクス編）、都道府県医師会との
防災訓練（災害時情報通信訓練）等の実施

→ 上記1・2の協議・検討を踏まえ、いずれも2024〜25年度に
かけて実施

4. 次の⼤規模災害に向けた取り組みの実施（次⾴以降）
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 第⼀部 災害を先取りする プランナー：救急災害医療対策委員会委員⻑ ⼭⼝ 芳裕
災害医療を、災害が予測された時から作動させる新しいコンセプトを提案する。

登壇者：⼩森 義之（総合⻘⼭病院 院⻑/豊川市医師会副会⻑）
鎌⾕ 紀⼦（気象庁総務部参事官（気象・地震⽕⼭防災） ）
蘆屋 秀幸（国⼟交通省⽔管理・国⼟保全局河川環境課⽔防企画室⻑）
⼟屋 信⾏（リバーフロント研究所審議役）

 第⼆部 医療の安全を包含した未来のまちづくり プランナー：加藤 孝明（東京⼤学⽣産技術研究所教授）
都市計画の最も重要な柱の⼀つが医療であるという観点から、命を中⼼に据えたまちづくりを考える。

登壇者：加藤 孝明（東京⼤学⽣産技術研究所教授）
芳村 圭（東京⼤学⽣産技術研究所教授）
関⼭ 健（京都⼤学⼤学院総合⽣存学館教授）

 第三部 命をまもる社会の仕組みづくり プランナー：蛭間 芳樹（⽇本政策投資銀⾏）
これまでの平時・有事の「医療」と⽇本の社会は持続可能か。次世代のトップランナーと議論する。

登壇者：蛭間 芳樹（⽇本政策投資銀⾏）
村井 宏⾏ （Sky Drive CSO（最⾼戦略責任者）） ドローン 空⾶ぶクルマ
前⽥ 瑶介（WOTA 代表取締役 兼 CEO） ⾃律分散⽔処理
⾼⽊ 俊介（CROSS SYNC 代表取締役 医師） 遠隔医療
河野 剛進（バカン 代表取締役） 空き情報可視化
武永 賢（中井駅前クリニック 院⻑） 国境なき空間 12



※内閣府等主催
「防災推進国⺠⼤会2023」（ぼうさいこくたい2023）にも同様の内容で出展 13

次の災害への備え

◆関東⼤震災の発災から100年になる2023年、 国⺠に対して改めて⽇頃からの備え
を呼び掛ける。

◆同時に、⾸都直下地震(※)など次の災害に備えた東京都医師会、神奈川県医師会、
⽇本医師会の取り組みを映像で紹介。

◆ YouTubeの⽇本医師会公式チャンネル、2023年9⽉1⽇付の朝⽇新聞紙⾯版・デジ
タル版にも採録記事を掲載。
【URL】https://www.med.or.jp/people/kantou100/

※相模トラフ地震である関東⼤震災と⾸都直下地震は、別の地震メカニズム

⽇本医師会 関東⼤震災発災100年特設サイト



JMAT研修
• 2018年以降、継続的

に実施
• 2024年度は、2025年
1〜3⽉の⽅向で予定

14



ワイドスターⅡ、
インマルサットBGAN

北海道
医師会

全国の都道府
県医師会によ
るJMAT派遣

被災地

釧路市医師会

先遣JMAT
統括JMAT

JSPEED⼊⼒

例年、防災訓練として被災地、全国の都道府県医師会、
⽇本医師会をつなぐ災害時情報通信訓練を実施

スターリンクも
試用

本訓練は、衛星通信のインターネット
利⽤などにより、災害時における都道
府県医師会と⽇本医師会とのWEB会議
を実施するもの。全国での情報共有、
JMATの派遣要請その他必要な措置を
⾏う机上の訓練。

2023年度 北海道・千島海溝
地震津波災害訓練

災害時情報通信訓練

⽇本医師会
スカパーJSAT衛星

JCSAT-2B

観測衛星
「だいち2号」
（ALOS2）

全国の都道府
県医師会によ
るJMAT派遣
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次の新興感染症の
発⽣・まん延に備え、
いま、⽇本医師会で
⾏っていること
• 2023年7⽉、JMATの災害医療

⽀援活動のために、感染対策研
修を実施。
• 2024年3⽉、地域で発熱外来を

担う診療所を増やすため、都道
府県医師会や郡市区医師会等が
研修を実施するよう、⽇本医師
会でモデル研修を実施（今後も
継続）。
マネキンやブラックライト等の
教材の貸出も⾏っている。
モデル研修は、当⾯継続実施。

写真は、⽇本医師会災害医療チーム（JMAT）感染対策
研修（2023年7⽉30⽇）、診療所における新興感染症
研修（2024年3⽉24⽇）

診療所の発熱外来のゾーニング
机上演習

避難所のゾーニング
机上演習

16



⽇本医師会と専⾨機関・専⾨家との連携
⽇本災害医学会
（2018年締結）

• ⽇本及び世界の災害医療体制の充実・
強化及び災害発⽣時の円滑な医療⽀援
活動に資することを⽬的。
• 災害医療に関する研修・訓練等に対し、
相互に必要な協⼒。
• 災害時、情報の共有、被災地の指揮命
令系統やコーディネート機能への⽀援
及び被災地の医師会への⽀援について
相互に必要な協⼒。
• 災害医療コーディネートサポートチー
ムはJMATの枠組みで活動を⾏う。

⽇本環境感染学会【DICT】
（2022年締結）

• ⽇本環境感染学会 災害時感染制御⽀
援チーム（DICT）が災害ｚ発⽣時に
協⼒。
• 医療⽀援活動に必要な情報を共有、
相互⽀援。
• 被災地の状況に応じてDICTがJMAT
として出務。
• JMATの隊員として避難所の感染制御
のための助⾔等を⾏う。
• 研修・訓練等においても相互協⼒。

⽇本災害医学会 ⼩井⼟代表理事（当時）

17次の災害に向け、両学会をはじめ専⾨機関等との連携を強化していく



⽇本医師会と専⾨機関・専⾨家との連携

災害時医療通訳サービスの提供（JMAT、被災地の医師会向け） 18

⼤規模イベントのマスギャザリング
災害への備えとして、⽇本医師会の
監修・編集ガイドブック改訂版を
近⽇中に発刊

JMATの感染症対策
研修テキストとして
活⽤

⽇本救急医学会等とともに開催



いずれも⽇本医師会
WEBサイトよりご覧
いただけます

多くの⽅々に、医師会がどの
ような活動を⾏っているか、
知っていただくために

19

1年に2回の
ペースで第3回
以降も企画検討
中です︕



＜参考＞

令和６年能登半島地震
JMAT活動

１．広報記事、動画
２．活動経緯



ホーム→医師のみなさまへ→診療⽀援→令和６年能登半島地震関連（医療機関、医師会向け）

https://www.med.or.jp/doctor/sien/s_sien/011495.html

能登半島地震JMAT活動広報記事、動画

21



令和6年能登半島地震におけるJMAT活動 １
• 1⽉1⽇：災害対策本部（本部⻑：松本会⻑）設置、
JMAT等の準備指⽰
• 1⽉3⽇：⽯川県医師会によるJMAT（被災県医師会によ

る「被災地JMAT」（先遣隊）派遣）
• 同⽇：厚⽣労働省医政局⻑、⽯川県知事より⽇本医師

会に対し、JMAT派遣依頼
• 1⽉4⽇：⽯川県医師会より⽇本医師会に対し、JMAT派

遣依頼。⽯川県庁も含め調整
• 1⽉5⽇：⽇本医師会より全国の都道府県医師会に対し、
JMATの編成・派遣要請
• 1⽉7⽇：「⽇本医師会 ⽯川県JMAT調整本部」（⽯川

県庁内）、能登総合病院に七尾調整⽀部を設置
• 1⽉8⽇：⽇医⽂書「令和６年能登半島地震における
JMAT 活動について」を発出

• 1⽉9⽇：JMATロジスティクスチームの創設、厚⽣労働
省災害救助法関係事務連絡の発出

22



令和6年能登半島地震におけるJMAT活動 ２
• 1⽉15⽇：1⽉8⽇⽂書のQAの発出、今後は1.5次・2次

避難所への派遣にJMATを振り向ける場合があることを
連絡
• 1⽉16⽇：1.5次・2次避難所へのJMAT派遣先の拡⼤・概

要等の呈⽰（前⽇に先遣JMATが避難所調査）
• 1⽉16⽇：都道府県医師会との災害対策本部会議開催。

それを踏まえ、DMAT隊員等で構成され、能登北部地⽅
へ派遣が可能なJMATを「重装JMAT」とする。22⽇、保
有する装備（⾃動⾞、寝袋、⽔・⾷料、物資）を調査
するフォーマットを都道府県医師会に提⽰
• 1⽉22⽇：令和６年能登半島地震災害におけるJMATと
DICT（⽇本環境感染学会 災害時感染制御⽀援チーム）
との連携推進について、都道府県医師会に依頼
• 1⽉26⽇：都道府県医師会に対し、能登北部地域でご⾃

⾝も被災されながら、地域のために診療を続けている
医療機関を⽀えるため、「重装JMAT」の更なる派遣を
要請（装備内容を問い合わせるフォームも設置）

23



令和6年能登半島地震におけるJMAT活動 ３
• 1⽉28⽇：JMAT能登北部調整⽀部（現統括JMAT：東京

都医師会派遣チーム）の統括JMATを補佐するチームを
募集
• 1⽉30⽇：都道府県医師会に対し、JMATの派遣体制の

再構築として、①能登北部・中部における診療所、避
難所等の⽀援、②⾦沢市以南の避難所等における⽀援
について、今後は、可能な限り同じ都道府県医師会に
よる、同⼀地域の診療所または避難所等へ交代しつつ
継続派遣できることを基本として、能登北部に統括2
チームを含む12チーム。能登中部に統括1チームを含む
3チーム、⾦沢以南の避難所等に統括1チームを含む7
チーム、JMAT 調整本部への統括3チームの、1 ⽇あた
り25チームほどの派遣とすることとした。
• 実際のチーム数は、引継ぎ等で重なるため多い場合がある。

また、他にDVT、DICT等の専⾨的なチームがある。
• JMAT登録サイトに「宿泊場所」と「重装JMAT、その他標準
JMAT等の区別」を⼊⼒する項⽬を追加
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令和6年能登半島地震におけるJMAT活動 ４
• 2⽉16⽇：今後のJMATの派遣・活動⽅針を提⽰
標準的なJMATを主体とすること
特に3 ⽉以降は、現在継続派遣されている都道府県医師

会チームによる⽀援を基本とすること
同じ都道府県医師会が、同⼀地域の診療所や避難所等へ

継続派遣できることを基本とする。ただし、継続が困難
な場合は、医師会ブロック単位等とすること
能登半島北部への派遣期間は、現時点では、暫定的に東

⽇本⼤震災時よりやや短い程度 （発災からおよそ３か
⽉）と想定し、⻑期 ・継続的な体制を構築すること
⽯川県医師会および調整本部の統括JMAT は、被災地の

医療機関の復旧等の状況を踏まえ、JMAT 活動の⼤幅縮
⼩、撤収を⽇本医師会に提案すること
災害収束後、震災による影響で被災地が深刻な⼈材不⾜

になった時は、 “JMATⅡ”として医師派遣を⾏うこと

• 2⽉18⽇：⽇本医師会との協定に基づく⽇本災害医学会
災害医療コーディネーションサポートチームがJMATの
枠組みで派遣開始
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令和6年能登半島地震におけるJMAT活動 ５
• 3⽉21⽇：今後のJMAT派遣体制について提⽰
JMAT 調整⽀部を⽯川県 JMAT 調整本部に集約する

こと （３⽉１５⽇：⾦沢以南調整⽀部、同⽉２１
⽇：能登中部調整⽀部、２９⽇：能登北部調整⽀
部）、４⽉からは⽯川県全体で⼀⽇５チームによる
体制とすること（⽯川県医師会が⾃ら派遣する被災
地JMAT を含む。
⼟曜⽇・⽇曜⽇・祝⽇はより少数。ロジスティク

スチームは別途）、また４⽉より⽯川県医師会が基
本的に統括機能を担うことを⽰す

• 5⽉以降は、被災地ニーズに応じて週2回程度の
⾼齢者施設への派遣や、ピンポイントで診療
所・避難所⽀援を実施
• 5⽉28⽇：⽯川県医師会も同席の上、⽇本医師

会災害対策本部会議にてJMAT撤収を決定
• 5⽉31⽇：都道府県医師会へJMAT撤収を連絡
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（参考）能登北部地⽅の⾼齢化率

27⽯川県創造的復興プラン（仮称）マップデータ集より


